
日本体育・スポーツ・健康学会 
専門領域合同シンポジウム（体育社会学領域＋体育経営管理領域＋体育科教育学領域） 
アフターセッション 
（ 「日本体育社会学会」「日本体育・スポーツ経営学会」「日本体育科教育学会」共催） 
 

特別セッション 
 
日 程：令和８年９月 13 日（日） 14:00〜16:00 
会 場：東京学芸大学 S 棟 105 教室  ＊ハイブリッド（ZOOM を利用）で開催 
参 加 費：無料（参加申し込み締め切り：9 月 10 日） 

※参加申し込みフォーム：https://forms.gle/xDBAWwuRy5whuZtTA 
問合せ先：石坂 友司（奈良女子大学：yishizaka@cc.nara-wu.ac.jp） 
          林田 敏裕（東京学芸大学：hysdtshr@u-gakugei.ac.jp） 
 
テ ー マ： 
「社会と対峙する学校体育への学際的アプローチ 〜保健体育教師に求められる新たな力
量形成〜」を受けて 
 
登 壇 者： 
有山 篤利（神⼾親和大学） 
「学校体育を取り巻く社会の変化と子どもの身体 〜継続討議に向けて〜」 
（体育社会学領域） 
 
鈴木 聡（東京学芸大学） 
「体育科授業研究を通した教師のエージェンシーと力量形成 〜継続討議に向けて〜」 
（体育科教育学領域） 
 
朝倉 雅史（筑波大学） 
「保健体育教師の発達を支援するコミュニティとガバナンス 〜継続討議に向けて〜」 
（体育経営管理領域） 
 
コーディネーター： 
山本 理人（北海道教育大学岩見沢校） 
石坂 友司（奈良女子大学） 
林田 敏裕（東京学芸大学） 
 
コメンテーター： 
荻原 朋子（順天堂大学） 



趣 旨： 
本セッションは、日本体育・スポーツ・健康学会における体育社会学・体育科教育学・

体育経営管理専門領域の合同シンポジウム「社会と対峙する学校体育への学際的アプロー
チ 〜保健体育教師に求められる新たな力量形成〜」を受け、体育社会学、体育科教育
学、体育経営管理の三領域を横断しながら、これからの学校体育と保健体育教師のあり方
について、さらに議論を深めることを目的とする。本セッションでは、合同シンポジウム
で整理された論点を踏まえ、「子どもの身体と身体リテラシー」「教師のエージェンシー」
「支援コミュニティとガバナンス」等のキーワードを手がかりに、これからの学校体育に
求められる教師の専門性、教師が主体的に実践を創造していく環境、そして教師の発達を
支えるコミュニティとそのガバナンスのあり方について議論を深める。 
 
本セッションでは、議論を深めるために、「子どもの身体と身体リテラシー」「教師のエ

ージェンシー」「教師の発達を支えるコミュニティとガバナンス」という三つの視点を手
がかりとする。 
第一に、「身体リテラシー」を、子どもが運動技能を獲得するためだけの概念としてでは

なく、自らの身体を理解し、他者や環境との関係の中で身体を捉え、生涯にわたって運
動・スポーツや健康に主体的に関わるための基盤として捉え直す。そのとき、保健体育教
師自身は「身体」をどのように理解し、どのような身体経験を子どもたちに保障しようと
しているのだろうか。 
第二に、「教師のエージェンシー」を問う。社会の変化に対して、教師は制度や学習指導

要領、学校組織から与えられた役割を遂行する存在にとどまるのか。それとも、変化する
社会を自ら読み解き、子どもや地域との対話を通して、「どのような体育を創るのか」その
ものを問い直し、実践を変革していく主体となり得るのか。教師のエージェンシーは、個
人の資質や意欲だけによって生み出されるものなのか。 
そして第三に、「教師の発達を支えるコミュニティとガバナンス」を問う。教師の力量形

成を、個人の努力や研修制度だけに委ねてよいのだろうか。学校、地域、スポーツ組織、
行政、大学、他職種など、多様な主体との関係性の中で教師が学び、実践を問い直し、専
門職として発達していくためには、どのようなコミュニティが必要なのか。そして、その
学びと発達を支える組織や制度、ガバナンスはいかに構築されるべきなのか。 
 
本セッションでは、答えを一つに収束させることを目指さない。むしろ、体育社会学、

体育科教育学、体育経営管理という異なる専門領域の視点を交差させることで、これまで
自明とされてきた「教師」「学校」「体育」「専門性」の境界を揺さぶり、これからの学校
体育及び保健体育教師のあり方を展望したい。 


